
（様式１） 

令和２年度  岩手県立山田高等学校経営計画 

校長： 宮   学  

 

１ 

現
状
把
握
及
び
将
来
展
望 

 児童生徒 保護者 地域住民 他 

(1)学校に
対する
ニーズ 

・将来に有益な授業実
践と学力の向上 

・希望進路の実現 
・充実した部活動 
・楽しい学校行事 
・良好な人間関係と学
校生活の充実 

･安全安心で落ち着い
た学校生活 
･基礎学力向上､生活習
慣確立による希望進路
の実現 
･各種の情報提供 
･私費負担の軽減 

･町内小中学生が魅力 
を感じる学校 
･生徒会活動･部活動･ 
探究活動等での地域 
連携と地域創生 
･ボランティア活動等 
の地域貢献 

･生徒一人ひとりに寄 
り添う教育実践 
･地域復興･発展に寄与 
する人材育成 
･確かな学力を備え広
く社会で活躍する人
材育成 

(2)パート
ナーと
の関係 

･学びに向かう姿勢と 
人間性の涵養 
･自己肯定感と規範意
識の醸成 
･教育諸活動への主体
的参加 

･P-T間の信頼関係の強 
化 
･教育活動について双
方向の情報共有 
･学校行事への積極参
加と教育環境整備 

･地域諸団体とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
活動での交流 
･復興教育における地
域連携と交流 
･物心両面にわたる相
互支援 

･小中高の連携と協力 
の推進 
･県内外の高校や社会
人との交流推進 
･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟやｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝ
ﾊﾟｽへの参加支援 

(3)学校に
影響を
与える
変化 

･東日本大震災や台風等で被害を受けた地域社会及び家庭生活環境の大きな変化 
･災害公営住宅完成･交通インフラ復旧･商店街再建等復興のハード面からソフト面への変化 
･自然災害や新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ等による保護者の収入減と経済的負担の増大、進学の際の費用確保の困難 
･町内小･中学生の減少に伴う、本校への進学生徒数の減少 
･高校再編計画の動向 

２ 校訓・教育目標 
「身体を鍛え、勉学に勤しみ、真理を究め、叡智を磨き、豊かな心を養え」を校訓とし、知・徳・
体のバランスのとれた人間形成を目指す。 

３ 

目
指
す
学
校
像 

(1)今年度
の重点
目標 

重点目標 達成指標 

ア 授業の充実により確かな学力の育成を図る ･学校評価(生徒)｢授業がわかる｣【75％以上】  

イ 保護者地域と一体になった魅力ある学校作り推進 ･学評(保)｢子どもを入学させ正解｣【85％以上】  

ウ 自ら考え､自ら判断し､正しく行動する力の養成 ･学評(生)｢高校の学習が将来有益｣【80％以上】  

エ キャリア教育の推進と希望進路の達成 ･学評(生)｢進路指導が充実｣【80％以上】   

オ 学校いじめ対策組織の取組を中核としたいじめ防止 ･学評(生)｢学校生活が充実｣【80％以上】 

(2)取組方
針 

ア 授業の充実により確かな学力の育成を図る 
(ｱ) 主体的･対話的で深い学びを基にした授業を心がけ思考力、判断力、表現力を養成。また、授業

に連動した課題等で家庭学習を定着させ学力向上を図る。 
(ｲ) 授業のユニバーサルデザイン化を推進するとともに、各種研修への参加や互見授業・授業評価

によって授業改善を図るなど、教職員のスキルアップを図る。 

イ 保護者や地域と一体になった魅力ある学校作りの推進 
(ｱ) 町内小中学校と互見授業･模擬授業･児童生徒交流･職員交流等により連携を図る。 
(ｲ) PTA･同窓会･保護者･自治体と学校経営計画を共有し、目標達成に努める。 

ウ 自ら考え､自ら判断し､正しく行動する力の養成 
(ｱ) 部活動への全員参加を促し、責任感･連帯感･人間性を涵養するとともに、地域の復興を担う使

命の自覚を促す。 
(ｲ) 学校行事･生徒会行事･他校交流への主体的参加により多様性を認識するとともに、協働性を培

い、地域創生に取り組む基盤を養成する。 

エ キャリア教育の推進と希望進路の達成 
(ｱ) 面談等で生徒理解に努め、個別指導等により多様な進路希望に対応する。 
(ｲ) インターンシップ･ガイダンス･講演会等をとおして自らの可能性を認識させ、幅広い職業理解

を促し、より高い意識の進路選択に向けた有効な指導を実践する。 
(ｳ) 総合探究や学校設定科目｢ふるさと探究｣充実に向け町内各組織との連携を図る。 

オ 生徒の「居場所づくり」と「絆づくり」の推進（未然防止） 
(ｱ)  教職員は授業や学校行事等を通して自他の生命や人権を尊重する豊かな心の育成を図る。 

(ｲ) 保健指導･教育相談体制の充実を図るとともに、いじめ未然防止・早期発見や関係機関との連
携に努め、生命尊重の意識を醸成する。 

(ｳ) 体験活動奨励により成功体験・認証体験を重ね、自己肯定感醸成に努める。 

※その他の評価指標 
･2年基礎力確認調査正答率【40％以上】         ･学校評価(保)｢家庭への情報提供が円滑｣【80％以上】 

･学校評価(生)｢生徒会活動が活発で成果あり｣【75％以上】  ･2年意識調査｢自己肯定感｣【60％以上】 


